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三
月
七
日（
火
）に
挙

行
さ
れ
た
聖
徳
中
高
の

卒
業
式
に
始
ま
り
、
附

属
中
高（
八
日
）、
附
属

小
学
校（
十
日
）、
専
門

学
校（
十
二
日
）、
附
属

第
二
幼
稚
園（
十
三
日
）、

附
属
幼
稚
園（
十
四
日
）、

附
属
第
三
幼
稚
園（
十

五
日
）、附
属
浦
安
幼
稚

園（
十
六
日
）、短
期
大
学

部（
十
七
日
）、大
学
院
・

大
学
、
多
摩
中
央
幼
稚

園（
十
八
日
）、
三
田
幼

稚
園（
十
九
日
）、八
王
子

中
央
幼
稚
園（
二
十
日
）

と
各
学
校
に
お
い
て
卒

業
式
・
卒
園
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

四
〇
周
年
を
迎
え
、
節
目
と

な
っ
た
短
期
大
学
部
の
卒
業
式

で
は
、
川
並
学
長
先
生
か
ら
「
卒

業
し
た
こ
と
は
終
わ
り
で
は
な

く
、
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
本
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
、

実
践
を
通
じ
て
自
ら
学
び
、
素

晴
ら
し
い
社
会
人
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
激
励
の
お
言
葉
を

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
同
式
に

お
迎
え
し
た
本

学
協
定
校
ハ
ワ

イ
大
学
カ
ピ
オ

ラ
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

の
リ
オ
ン
・
リ

チ
ャ
ー
ズ
学
長

先
生
か
ら
は
、

「
将
来
の
展
望
と

確
か
な
技
術
を

持
っ
て
、
一
所
懸
命
仕
事
や
勉

学
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
温

か
い
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

各
学
校
の
卒

業
生
の
人
数
の

内
訳
は
大
学
院

百
二
名
、
大
学

千
八
十
七
名
、

短
期
大
学
部
八
百
九
名
、
専
攻

科
二
十
一
名
、
専
門
学
校
百
五

十
二
名
、
高
等
学
校
三
百
二
十

名
、
中
学
校
百
四
名
、
小
学
校
七

十
二
名
、
幼
稚
園
六
百
五
十
五

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
卒
業
生
合
計
三
千
三

百
二
十
二
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
胸
に
新
た
な
活
躍
の
場

へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

聖徳学園は、日本の教育機関では初めて品質管理
システムのISO9001および環境管理システムのISO
14001、両国際規格の認証を同時取得しました。
高品質でより良い教育を可能にするシステムを作り
上げ、また地球環境を守る管理システムを整え、それらが
国際機関の定めた規格で認証を得た今、聖徳学園は
次の高みに向けて新たな活動を開始します。

より豊かな未来に向け ISOをダブル取得

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

聖
徳
高
校
駅
伝
部
の
大

c
千
聖
選
手
が
茨
城
県
ひ

た
ち
な
か
市
で
行
わ
れ
た

第
五
十
四
回
勝
田
全
国
マ

ラ
ソ
ン
大
会（
一
月
二
十
九

日
）に
出
場
し
、
１０
㌔
の

部
・
高
校
生（
女
子
の
部
）

で
３２
分
５０
秒
の
高
校
日
本

新
記
録
を
樹
立
し
、
二
連

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
c
選
手
は
一
年
生
か
ら
全

国
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場
し
、
二

年
生
の
全
国
高
校
駅
伝
で
は
第

一
区
で
区
間
五
位
の
成
績
を
収
め
、

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

最
終
学
年
で
主
将
と
な
っ
た
今

回
も
前
回
と
同
じ
一
区
で
七
位

と
高
校
三
年
間
で
全
国
屈
指
の

ラ
ン
ナ
ー
に
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

卒
業
も
近
づ
い
た
今
回
の
レ
ー

ス
で
、
大
c
選
手
は
二
位
の
選
手

に
一
分
以
上
の
差
を
つ
け
て
優

勝
し
、
さ
ら
に
高
校
日
本
新
記
録

も
打
ち
立
て
ま
し
た
。
文
字
通
り

高
校
三
年
間
の
集
大
成
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
三
年
間

の
素
晴
ら
し
い
成
果
を
称
え
、
大

c
選
手
に
は
卒
業
式
に
お
い
て

学
園
長
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
後
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
る
三
井

住
友
海
上
に
進
む
こ
と
が
決
ま

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
大
き
な
舞
台

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

I N D E X

・平成17年度 卒業式・卒園式
～短大では第40回卒業式～

・トリノ五輪 リュージュ競技
応援ありがとうございました

・聖徳高校 大r千聖（当時・3年生）選手が
高校日本新記録樹立

・高円宮久子妃殿下お成り
―記念植樹及び、レニングラード国立バレエご鑑賞―
・全国保育士養成協議会関東ブロック協議会
第19回学生研究発表会

幼児教育専門学校
・平成17年度
聖徳大学附属小学校 表彰者

附属小学校
・人形劇公演 附属第三幼稚園
・平成１８年度

保護者会・後援会　開催日程

■
附
属
高
校

聖
徳
大
学
、
麻
布
大
学
、
大
妻
女
子

大
学
、
共
立
女
子
大
学
、
国
立
音
楽

大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
國
學
院
大

学
、
駒
澤
大
学
、
順
天
堂
大
学
、
上

智
大
学
、
女
子
栄
養
大
学
、
清
泉
女

子
大
学
、津
田
塾
大
学
、東
海
大
学
、

東
京
女
子
大
学
、
東
京
電
機
大
学
、

東
洋
大
学
、
日
本
大
学
、
日
本
女
子

大
学
、
法
政
大
学
、
明
治
大
学

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
聖
徳
高
校

聖
徳
大
学
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
、
宇
都
宮
大
学
、
弘
前
大
学
、
法

政
大
学
、
駒
澤
大
学
、
専
修
大
学
、

玉
川
大
学
、
東
洋
大
学
、
大
妻
女
子

大
学
、
二
松
学
舎
大
学
、
東
北
福
祉

大
学
、
日
本
体
育
大
学
、
東
京
女
子

体
育
大
学
、
日
本
女
子
体
育
大
学
、

立
正
大
学
、
桐
朋
学
園
大
学
、
武
蔵

野
音
楽
大
学
、
国
際
武
道
大
学
、
白

鴎
大
学
、
流
通
経
済
大
学
、
東
京
工

芸
大
学
、

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
小
学
校

●
男
子

開
成
中
学
校
、
麻
布
中
学
校
、
慶
應

義
塾
中
等
部
、
慶
應
義
塾
普
通
部
、

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
中
学
校
、
早

稲
田
中
学
校
、
巣
鴨
中
学
校
、
東
邦

大
学
付
属
東
邦
中
学
校
、
東
京
学

芸
大
学
附
属
竹
早
中
学
校
、
芝
中

学
校

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
、
桜
蔭
中

学
校
、
雙
葉
中
学
校
、
浦
和
明
の
星

女
子
中
学
校
、
東
邦
大
学
付
属
東

邦
中
学
校
、
東
洋
英
和
女
学
院
中

学
部
、
頌
栄
女
子
学
院
中
学
校
、

江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
、
跡
見

学
園
中
学
校
、
普
連
土
学
園
中
学

校他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
四
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、
東
洋
英

和
女
学
院
小
学
部
、
開
智
学
園
総

合
部（
小
学
校
）、
千
葉
日
本
大
学

第
一
小
学
校
、
日
出
学
園
小
学
校
、

立
教
小
学
校
、
国
府
台
女
子
学
院

小
学
部
、
川
村
小
学
校
、
暁
星
小

学
校
、
成
田
高
等
学
校
付
属
小
学

校
、
光
塩
女
子
学
院
初
等
科
、

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。

■
三
田
三
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、
立
教
小

学
校
、
成
城
学
園
初
等
学
校
、
桐

蔭
学
園
小
学
部
、
精
華
小
学
校
、

文
教
大
学
付
属
小
学
校
、
東
京
女

学
館
小
学
校
、
川
村
小
学
校
、
清

明
学
園
初
等
学
校
、
早
稲
田
実
業

学
校
初
等
部
、
東
洋
英
和
女
学
院

小
学
部
、
小
野
学
園
小
学
校
、
暁

星
小
学
校
、
暁
星
国
際
小
学
校
、

筑
波
大
学
附
属
小
学
校
、
明
星
小

学
校
、
国
立
学
園
小
学
校
、
帝
京

大
学
小
学
校
、
晃
華
学
園
小
学
校
、

成
蹊
小
学
校
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

他
、
多
数
合
格
し
て
い
ま
す
。
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■

平
成
十
七
年
度
■

〜
短
大
で
は
第
四
十
回
卒
業
式
〜

大学卒業式

祝辞を述べられるリチャーズ先生

小学校卒業式聖徳中高卒業式

卒
業
式
・
卒
園
式

合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
お
め
で
と
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ご
ざ
い
ま
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お
め
で
と
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ざ
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ま
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お
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と
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ざ
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ま
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お
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ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
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ざ
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と
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ざ
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お
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ざ
い
ま
す

お
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と
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ざ
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お
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と
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ざ
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お
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ざ
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お
め
で
と
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ざ
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お
め
で
と
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ご
ざ
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ま
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お
め
で
と
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ご
ざ
い
ま
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お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
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お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

■

合
格
実
績
■

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

児
童
学
科
百
瀬
定
雄
先
生
が

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
リ
ュ
ー

ジ
ュ
監
督
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
選
手
は
高
速
ト
ラ
ッ
ク
で
転

倒
続
出
の
中
、
入
賞
ま
で
あ
と
わ

ず
か
と
健
闘
し
ま
し
た
。
結
果
は

女
子
一
人
乗
り

十
三
位（
原
田

窓
香
）、
男
子
一
人
乗
り
二
十
位

（
小
口
貴
久
）、
三
十
四
位（
牛
島

茂
昭
）、
男
子
二
人
乗
り
十
二
位

（
林
部
吾
郎
、戸
城
正
貴
）で
し
た
。 前列右側が百瀬先生

ト
リ
ノ
五
輪

リ
ュ
ー
ジ
ュ
競
技
　

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式
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附属中高卒業式

応
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あ
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あ
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あ
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あ
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

聖
徳
高
校

大
i

千
聖
（
当
時
・
三
年
生
）
選
手
が

茨
城
新
聞（
二
月
十
七
日
付
掲
載
）よ
り

新
記
録

高
校
日
本

新
記
録
樹
立
！！
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去
る
一
月
十
七
日（
火
）、
高

円
宮
久
子
妃
殿
下
が
聖
徳
学
園

シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
〝
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
バ
レ
エ
〞
を

鑑
賞
の
た
め
本
学
に
お
成
り
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
妃
殿
下
の
お
成
り
は
、

平
成
四
年
、
そ
し

て
平
成
十
二
年
に

続
き
三
度
目
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
は
殿
下
と
ご

一
緒
に
シ
リ
ー
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
の
ご

鑑
賞
や
学
生
に
対

す
る
ご
講
演
の
た

め
の
ご
来
校
で
し

た
。バ

レ
エ
鑑
賞
に

先
立
ち
妃
殿
下
の

お
手
植
え
に
よ
る

植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
植
樹
は
、
聖
徳
大
学
短

期
大
学
部
創
立
四
十
周
年
に
あ

た
り
、
故
高
円
宮
殿
下
の
お
印

で
あ
る「
柊
」を
妃
殿
下
の
お
手

植
え
に
よ
り
、
記
念
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

記
念
植
樹
後
、
川
並
香
順
記

念
講
堂
で
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
百
六

十
余
年
の
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

名
門
の
バ
レ
エ
団
が
、
舞
台
一

杯
に
演
じ
た
美
し
い
バ
レ
エ

「
白
鳥
の
湖
」
に
は
、
心
う
た
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
学
友
会
会
長

松
村

歩
さ
ん
か
ら
妃
殿
下
に
花
束
が

贈
呈
さ
れ
和
や
か
に
終
了
し
ま

し
た
。

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後

に
は
、「
回
顧
・
高
円
宮
憲
仁
親

王
殿
下
」
の
特
設
展
示
で
在
り

し
日
の
殿
下
が
本
学
に
お
成
り

に
な
ら
れ
た
際
の
お
写
真
を
ご

覧
に
な
ら
れ
、
そ
の
お
姿
を
懐

か
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。お

帰
り
の
際
に
は
、
見
送
り

に
き
た
学
生
達
に
「
勉
強
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
声
を
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
二
月
十
四
日（
火
）、
本
学

協
定
校
ハ
ワ
イ
大
学
カ
ピ
オ
ラ

ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、
聖
徳
大
学

ハ
ワ
イ
大
学
カ
ピ
オ
ラ
ニ
国
際

セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
川
並
副
学
園
長

が
出
席
し
、
ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
は

ハ
ワ
イ
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ

レ
ッ
ジ
ズ
名
誉
総
長
の
ジ
ョ
イ

ス
津
野
田
博
士
、
ハ
ワ
イ
大
学
副

学
長
の
ジ
ョ
ン
・
モ
ー
ト
ン
博
士
、

カ
ピ
オ
ラ
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
学
長
の
リ
オ
ン
・
リ
チ

ャ
ー
ズ
博
士
、
同
講
師
の
佐
藤
さ

を
り
先
生
の
列
席
を
仰
ぎ
ま
し

た
。
お
り
し
も
、
生
活
文
化
学
科

管
理
栄
養
士
専
攻
の
八
十
七
名

の
学
生
と
六
人
の
引
率
の
先
生

方
が
、
カ
ピ
オ
ラ
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
の
研
修
に
臨

ん
で
い
た
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

合
間
を
縫
っ
て
、
こ
の
儀
式
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
所
式
は
、
ハ
ワ
イ
先
住
民
の

古
式
ゆ
か
し
き
方
法
に
従
い
、

パ
ラ
キ
コ
・
ヤ
ゴ
デ
ィ
ッ
チ
師
の

素
朴
で
力
強
い
喜
び
に
満
ち
た

祝
詞
の
り
と

に
続
き
、
出
席
者
全
員
が
手

を
取
り
合
っ
て
、
心
を
ひ
と
つ
に

し
ま
し
た
。
テ
ィ
の
葉
で
神
聖
な

水（
ワ
イ
）が
撒
か
れ
、
場
所
が
清

め
ら
れ
た
あ
と
、
マ
イ
レ
と
い
う

神
聖
な
緑
の
葉
を
編
ん
だ
レ
イ

を
解
い
て
、
セ
ン
タ
ー
は
正
式
に

発
足
し
ま
し
た
。

カ
ピ
オ
ラ
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
高

台
に
あ
る
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
の
す
ぐ

ふ
も
と
の
好
位
置
に
あ
り
、
美
し

い
自
然
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
本
学
の
海
外
に
向
け

た
拠
点
と
し
て
児
童
学
研
究
分

野
お
よ
び
そ
の
他
の
研
究
分
野

に
つ
い
て
学
習
者
・
研
究
者
へ
の

支
援
、
留
学
、
海
外
研
修
の
支
援

な
ど
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

去
る
一
月
二
十
日（
金
）、「
平

成
十
七
年
度
留
学
生
壮
行
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。こ
の
壮
行
会
は
、

三
月
に
修
了
・
卒
業
予
定
の
外
国

人
留
学
生
に
対
し
、
諸
先
生
方
や

後
輩
留
学
生
か
ら
の
激
励
会
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
本
学

の
留
学
生
行
事
の
一
つ
で
す
。
十

七
年
度
は
、
修
了
・
卒
業
年
次
生

は
十
四
名
お
り
、
進
学
す
る
学
生

も
お
り
ま
す
が
、
約
半
数
の
留
学

生
が
本
学
を
巣
立
っ
て
い
く
こ

と
に
、
嬉
し
い
半
面
、
寂
し
さ
も

ま
た
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
大
学
院
か
ら
短
大

ま
で
様
々
な
学
科
で
、
海
外
か
ら

の
留
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
言

葉
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
中
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
勉
学
に
励

む
様
子
は
、
本
学
の
日
本
人
学
生

に
と
っ
て
も
良
き
模
範
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

留
学
生
一
人
ひ
と
り
か
ら
、
先

生
方
へ
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
が
、
自
信
に
満
ち
溢
れ
、
入

学
時
か
ら
は
比
べ
物
に
な
ら
な

い
く
ら
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
日

本
語
で
語
る
姿
は
、
本
当
に
頼
も

し
い
限
り
で
し
た
。

こ
の
聖
徳
大
学
で
過
ご
し
た

二
年
間
あ
る
い
は
四
年
間
を
誇

り
に
持
ち
、
社
会
に
出
て
も
一
層

の
努
力
を
怠
ら
ず
、
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本

学
で
得
た
知
識
と
経
験
を
生
か

し
、
世
界
に
羽
ば
た
い
て
行
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
国
際
交
流
課

平
成
十
七
年
度

留
学
生
壮
行
会

高
円
宮
久
子
妃
殿
下
お
成
り

―
記
念
植
樹
及
び
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
バ
レ
エ
ご
鑑
賞
―

高
円
宮
久
子
妃
殿
下
お
成
り

―
記
念
植
樹
及
び
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
バ
レ
エ
ご
鑑
賞
―

―

―
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聖
徳
大
学
ハ
ワ
イ
大
学
カ
ピ
オ
ラ
ニ
国
際
セ
ン
タ
ー
開
所

左から佐藤さをり先生、ジョン・モートン博士、ジョイス津野田博士、
川並副学園長、リオン・リチャーズ博士

開所式の様子

センター前での開所儀式

三
月
十
一
日（
土
）、
聖
徳
大
学

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
に
あ
る
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
と
交
流
協

定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
州

立
大
学
は
本

学
十
一
校
目

の
海
外
協
定

校
と
な
り
ま

す
。
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
州
立

大
学
と
の
交

流
は
平
成
十

五
年
か
ら
始

ま
り
、以
降
、

学
生
交
流
実

現
に
向
け
協

議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら

外
国
語
学
科
の
学
生
を
一
年
間

派
遣
し
て
お
り
、
今
後
も
活
発

な
学
生
交
流
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

州
立
大
学
と

交
流
協
定
締
結

交
流
協
定
締
結

交
流
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締
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結

〈ポートランド州立大学の概要〉
ポートランド市内中心部に位置する１９４６年創立の州立大学。学士
課程には主専攻、副専攻などを合わせて１２０以上のコースがある。
学生数は２３,４６３人（その内フルタイム学部学生数１０,６１３人）で、
留学生は９０カ国以上から１,１００人が在籍している。

柊の植樹

出演者とお言葉を交わされる妃殿下

思い出の写真を前にご歓談

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
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諸
外
国
の
社
会
福
祉
を
知
る
こ
と

で
、
学
生
は
日
本
の
社
会
福
祉
を
客

観
的
に
、
そ
し
て
広
い
視
野
を
持
っ

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
須
田
】
こ
れ
は
大
学
全
体
の
特
徴

で
す
が
、本
学
で
は
全
学
科
で
そ
れ

ぞ
れ
の
学
科
の
学
問
分
野
に
関
係
し

た
国
へ
の
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

本
学
科
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
行
き
ま
す
。一
般
的
に
、
福
祉
大
国

は
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
代
わ

り
に
、
税
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
日
本
は
北
欧
の
福
祉
大
国
に
比

べ
る
と
税
率
は
半
分
く
ら
い
で
す
。

一
方
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
そ
れ
ほ

ど
高
い
税
率
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
は
適
度
に
充
実
し
て
い

ま
す
。こ
う
い
う
点
で
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
は
日
本
が
目
指
す
に
は
適
度
な

レ
ベ
ル
で
あ
る
た
め
、
海
外
研
修
に

最
適
な
場
所
と
言
え
ま
す
。

―
―
社
会
福
祉
の
知
識
、
ス
キ
ル

の
他
に
何
を
身
に

つ
け
て
欲
し
い
で

す
か
？

【
高
尾
】
や
は
り
、

心
で
す
。
ど
ん
な

に
立
派
な
制
度
、

サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
ど

う
い
う
気
持
ち
で

困
っ
て
い
る
人
に

伝
え
て
い
く
か
が

非
常
に
重
要
で

―
―
学
科
の
特
色
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

【
高
尾
】
本
学
科
で
は
、
社
会
か
ら
従

来
求
め
ら
れ
て
い
る
社
会
福
祉
の
人

材
よ
り
、
も
う
一
歩
先
を
行
く
人
材

の
養
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
社

会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士（
と
も

に
受
験
資
格
）の
資
格
取
得
だ
け
で

は
な
く
、
保
育
士
や
養
護
教
諭
一
種

な
ど
の
免
許
も
卒
業
と
同
時
に
取
得

可
能
で
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
保
育

士
や
養
護
教
諭
が
保
育
所
や
学
校
内

に
限
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
の
子
育
て

相
談
な
ど
で
活
躍
す
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
学
科
で
は
全
国
で
も
珍

し
い
高
等
学
校
の
福
祉
教
諭
一
種
免

許
状
が
取
得
で
き
ま
す
。
福
祉
系
の

コ
ー
ス
を
設
け
る
高
等
学
校
は
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
福
祉
教
諭
へ
の
ニ
ー

ズ
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
学
科
で
は
社
会

が
今
最
も
求
め
て
い
る
福
祉
の
人
材

を
養
成
し
て
い
ま
す
。

【
須
田
】
社
会
福
祉
の
資
格
に
加
え

て
、
保
育
士
や
養
護
教
諭
の
資
格
を

持
つ
人
材
を
本
学
科
が
養
成
し
て
い

る
の
は
、
今
日
の
福
祉
で
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
広
く
大
き
な
視
野
で
心
や

身
体
の
問
題
に
目
を
配
る
必
要
が
あ

る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
保
健
室
に

や
っ
て
く
る
子
供
は
、
単
に
怪
我
を

し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら

か
の
心
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

心
の
要
因
に
気
付
く
た
め
に
は
、
や

は
り
保
育
や
養
護
教
諭
の
知
識
が
必

要
で
す
。

そ
う
い
う
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
本
学

科
は
応
え
て
い
き
ま
す
。

―
―
社
会
福
祉
学
科
の
教
育
が
目

指
す
学
生
像
は
？

【
高
尾
】
第
一
に
は
、社
会
福
祉
士
、精

神
保
健
福
祉
士
、
そ
し
て
教
員
採

用
試
験
に
合
格
で
き
る
学
生
を
育

て
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
充
実

し
た
試
験
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
社
会
福
祉
に
は
も
ち
ろ
ん

入
浴
や
食
事
な
ど
の
介
護
技
術
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
が
、
も
っ
と
幅
広
い

「
そ
の
人
が
自
立
し
て
生
き
て
い
く

た
め
の
支
援
」
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
広
い
視
野
と
技
術
で
社

会
福
祉
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

【
須
田
】
そ
の
よ
う
な
自
立
支
援
を

行
う
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
の
基
本

と
な
る
「
援
助
技
術
」
を
き
ち
ん
と

身
に
付
け
た
学
生
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
社
会
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス

は
幅
広
く
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
や
法

律
が
関
係
し
て
き
ま
す
。
そ
の
状
況

で
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
中

か
ら
、
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
見
つ

け
出
し
、
困
っ
て
い
る
人
の
生
活
を

支
え
る
と
い
う
技
術
が
援
助
技
術
で

す
。
学
生
に
は
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を

自
由
自
在
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

―
―
社
会
福
祉
学
科
の
特
徴
的
な

授
業
を
教
え
て
下
さ
い
。

【
高
尾
】
一
年
生
対
象
に
「
諸
外
国
の

社
会
福
祉
」
と
い
う
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
福
祉
国
家

と
い
わ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、デ
ン
マ
ー

ク
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

諸
外
国
の
社
会
福
祉
と
日
本
の
社
会

福
祉
を
比
較
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

す
。
同
じ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
す
る

場
合
で
も
杓
子
定
規
に
話
す
だ
け
で

は
、
気
持
ち
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
究

極
の
福
祉
は
心
だ
と
思
い
ま
す
。

【
須
田
】
福
祉
の
心
と
併
せ
て
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
身
に
付
け

て
欲
し
い
で
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
と
な
る
方
に
は
お
年
寄
り
、
子

ど
も
、
身
障
者
も
い
ま
す
。
そ
の
方

が
た
に
、
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
と
て
も
重
要

で
す
。
私
の
授
業
で
は
、
ま
ず
「
人
前

で
話
す
」
こ
と
を
取
り
入
れ
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
ア
ッ
プ
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

―
―
社
会
福
祉
学
科
を
目
指
す
受

験
生
に
向
け
て
一
言
。

【
高
尾
】
社
会
福
祉
は
広
範
囲
の
知

識
を
要
す
る
学
問
で
す
が
、
難
し
く

考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
さ

し
い
気
持
ち
と
や
る
気
の
あ
る
学
生

は
だ
れ
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

【
須
田
】
き
っ
と
誰
で
も
街
中
で
困

っ
て
い
る
人
に
出
会
い
、「
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
の
か
な
」
と
思
っ

た
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
経
験
を
持
つ
受
験
生
の
期
待
に

本
学
科
は
応
え
ま
す
。

福
祉
の
プ
ロ
を
育
て
る

―
社
会
福
祉
学
科
開
設
一
年
―

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
回
は
社
会
福
祉
学
科
の
開
設
一
年
を
振
り
返
り
、
社
会
が
求
め
る
「
福
祉
の
プ
ロ
」
を
育
て
る
学
科
の
目
指
す

教
育
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
学
科
　
学
科
長
　

高
尾
公
矢
先
生

社
会
福
祉
学
科
　
講
師
　
　

須
田
仁
先
生

社会福祉学科の学びの必需品は「社会福祉六法」。制度を
駆使する社会福祉のプロになるためには欠かせません。

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽

高尾公矢先生

須田仁先生

人
間
栄
養
学
研
究
科
博
士
論

文
研
究
発
表
会
は
、
平
成
十
八

年
二
月
二
十
一
日（
火
）午
後
一

時
か
ら
、
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

梶
原
公
子
さ
ん
の
「
若
者
の

食
行
動
と
食
意
識
の
研
究
―
よ

り
有
効
な
食
物
教
育
を
め
ざ
し

て
」（
指
導：

江
指
隆
年
教
授
）と
、

東
口
み
づ
か
さ
ん
の
「
禅
宗
修

行
僧
の
食
生
活
及
び
健
康
に
関

す
る
研
究
」（
指
導：

菅
原
龍
幸

教
授
）で
す
。

梶
原
さ
ん
の
面
接
調
査
に
よ

り
ま
す
と
、
二
十
歳
代
女
性
の

八
十
五
㌫
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
志
向

者
で
、健
康
管
理
も
、ダ
イ
エ
ッ
ト

と
関
連
し
た
も
の
で
あ
り
、
調
査

対
象
と
な
っ
た
男
性
は
「
女
性

の
不
必
要
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
社

会
状
況
を
反
映
し
て
い
る
」
と
考

え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
家
庭
以

外
で
調
理
さ
れ
た
食
事
、
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
・
コ
ン
ビ
ニ
食
等
の

効
率
的
・
簡
便
的
食
事
、
孤
食
等

は
夜
勤
、
欠
食
、
独
居
と
関
連
し

て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
食

物
教
育
は
、
若
者
の
多
様
化
に

対
応
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と

し
て
い
ま
す
。

二
人
目
の
発
表
者
の
東
口
さ

ん
に
よ
り
ま
す
と
、
禅
宗
僧
堂

の
出
し
汁
に
は
、
昆
布
・
干
し
椎

茸
と
風
味
調
味
料
が
使
わ
れ
、

ど
ち
ら
を
使
用
す
る
か
は
経
済

的
要
因
等
が
関
連
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
種
々
の
食
材
を
用
い

て
出
し
汁
を
作
り
、
昆
布
・
切

り
干
し
大
根
、
昆
布
・
干
瓢
が
修

行
僧
に
受
け
入
れ
や
す
い
と
の

こ
と
で
す
。
食
事
調
査
の
結
果
、

高
炭
水
化
物
・
繊
維
、
低
脂
肪
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
、
こ
れ
は

生
活
習
慣
病
予
防
食
と
な
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
身
体

計
測
値
、
血
液
検
査
、
生
化
学
的

検
査
が
良
好
で
あ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
外
部
か
ら
の
購
入
で

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
を
補
給
し

て
い
る
修
行
僧
も
お
り
、
現
代

の
若
者
気
質
を
反
映
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

発
表
会
で
の
討
論
は
、
専
門

分
野
の
学
会
と
同
じ
レ
ベ
ル
と
い

え
る
ほ
ど
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

―

人
間
栄
養
学
研
究
科
博
士
論
文
研
究
発
表
会

―

若
者
の
食
行
動
・
食
意
識
と
禅
宗
修
行
僧
の
食
事

研究発表を行なう梶原公子さん

質疑に応じる東口みづかさん

本
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学

科
書
道
文
化
コ
ー
ス
の
学
生
に

よ
る「
平
成
十
七
年
度
卒
業
制

作
・
記
念
書
道
展
」を
平
成
十
八

年
二
月
十
七
日（
金
）か
ら
三
月

十
四
日（
火
）に
か
け
て
大
学
八

号
館
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
・
利

根
山
光
人
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

公
開
し
た
作
品
数
は
三
十
二

点
で
、
そ
の
内
容
は
「
漢
字
臨

書
」・「
仮
名
創
作
」・「
刻
字
創

作
」・「
篆て

ん

刻
創
作
」・「
近
代
詩

文
」
な
ど
、
ど
れ
も
学
生
達
が
四

年
間
学
ん
だ
学
業
の
集
大
成
と

も
い
う
べ
き
素
晴
ら
し
い
作
品

ば
か
り
で
し
た
。

今
回
出
品
し
た
学
生
を
指
導

し
た
日
本
文
化
学
科
教
授
海
老

原
伸
明
先
生
は「
今
年
の
記
念
書

道
展
は
、
作
品
の
出
品
点
数
も

多
く
、
内
容
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
で
い
ま
す
。
今
の
学
生
は

色
彩
感
覚
が
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
墨
の
色
に
対
し
て
表

装
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
引
き

立
つ
か
を
知
っ
て
い
ま
す
。
色

彩
豊
か
な
時
代
、
明
る
い
時
代

に
育
っ
て
い
る
こ
と
で
作
品
も

カ
ラ
フ
ル
に
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
作
品
展
の
よ
う
に

『
刻
字
』『
篆て

ん

刻
』も
入
っ
た
作
品

展
は
全
国
の
大
学
で
も
唯
一
だ

と
思
い
ま
す
。
日
本
文
化
学
科

は
コ
ー
ス
の
中
で『
刻
字
』の
講

座
を
設
け
て
い
ま
す
か
ら『
刻
字
』

が
自
然
と
身
に
つ
き
ま
す
。」

ま
た
、
海
老
原
先
生
は
卒
業

す
る
学
生
に
宛
て
た
言
葉
と
し

て
、「
書
道
や
そ
の
修
練
は
、
卒

業
後
も
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
女
性
は
結
婚
や
子

育
て
も
あ
り
、
途
中
で
途
切
れ

る
事
も
あ
り
ま
す
が
、
技
術
は

ど
の
年
代
に
な
っ
て
も
楽
し

み
・
喜
び
と
し
て
後
輩
や
、
地
域

社
会
に
伝
え
て
ほ
し
く
、
そ
の

精
神
は
受
け
継
い
で
く
れ
た
も

の
と
感
じ
て
い
ま
す
。」と
話
さ

れ
ま
し
た
。

「
平
成
十
七
年
度
卒
業
制
作
・
記
念
書
道
展
」
開
催

●
日
本
文
化
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス
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私
達
は
、
国
際
的
な
広
い
視

野
を
持
ち
こ
れ
か
ら
の
国
際
社

会
に
通
用
す
る
管
理
栄
養
士
と

な
る
た
め
に
、
栄
養
学
の
分
野

で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ア
メ
リ

カ
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
海
外

研
修
旅
行
の
目
的
は
、
ア
メ
リ

カ
の
食
事
情
を
実
際
に
自
分
の

目
で
見
て
観
察
・
体
験

し
、
日
本
で
の
生
活
及

び
日
本
の
社
会
に
生
か

す
こ
と
で
す
。
ま
た
、
研

修
中
の
健
康
管
理
を
目

的
と
し
、
研
修
前
後
の

体
重
及
び
体
脂
肪
の
測

定
、
研
修
中
の
全
て
の

食
事
と
歩
数
、
体
調
な

ど
を
記
録
し
ま
し
た
。

実
際
に
体
験
し
た
ア

メ
リ
カ
の
食
事
は
、
独

特
な
味
付
け
と
そ
の
量

の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

改
め
て
日
本
食
の
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
の
厨
房

やO
-bento

、
ジ
ェ
リ
ー
ベ
リ
ー

の
工
場
見
学
で
は
、
ア
メ
リ
カ

で
の
衛
生
管
理
の
仕
組
み
や
そ

れ
に
対
す
る
意
識
を
知
り
、
日

本
と
異
な
る
考
え
方
で
あ
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
施
設
だ
け
で
は
な
く

ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
美
し
い

景
色
や
場
所
も
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
管
理
栄
養
士

の
方
の
講
演
で
は
、
ア
メ
リ
カ

の
食
生
活
の
現
状
と
問
題
点
を

ふ
ま
え
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
管
理
栄
養
士
養
成
課
程
や
管

理
栄
養
士
の
活
動
状
況
な
ど
の

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
て
一
番
心

に
残
っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ

人
は
人
生
を
楽
し
む
た
め
に
一

生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
自
分
の
満
足
す

る
人
生
に
す
る
た
め
に
、
個
人

を
尊
重
す
る
社
会
制
度
と
自
己

責
任
の
も
と
一
人
ひ
と
り
が
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
今
回

は
ア
メ
リ
カ
の
ご
く
一
部
を
訪

れ
た
だ
け
で
し
た
が
、
多
く
の

人
や
物
に
触
れ
、
た
く
さ
ん
の

刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
こ
れ
か

ら
の
私
の
人
生
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。「
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
研

修
ほ
ど
こ
の
言
葉
を
実
感
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
を

は
じ
め
こ
の
研
修
旅
行
を
支
え

て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

外
国
語
学
科
は
全
員
一
年
間

の
ア
メ
リ
カ
留
学
を
し
ま
す
。

そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
春
休

み
中
も
特
別
ゼ
ミ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

将
来
、
幸
せ
な
意
義
深
い
人

生
を
お
く
る
に
は
、
大
学
に
入

っ
て
か
ら
の

学
習
意
欲
と

学
習
量
に
よ

っ
て
決
ま
る

こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ

ん
。
外
国
語

学
科
で
は
、

二
年
次
か
ら

全
員
一
年
間

の
留
学
を
控

え
て
い
る
関

係
で
、
現
一

年
生
は
、
休

暇
を
返
上
し

て
、
特
に
英

語
力
の
増
進

に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
と
い
う
ア

メ
リ
カ
の
大
学
へ
の
留
学
基
準

と
な
る
試
験
で
百
七
十
三
点

（PB
T

﹇paper-based
testing

﹈

の
換
算
値：

五
百
点
）以
上
を
獲

得
す
る
た
め
に
、
春
季
特
別
読

解
力
向
上
ゼ
ミ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
ゼ
ミ
に
出
て
英
語

力
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
熱

意
が
外
国
語
学
科
の
先
生
方
に

伝
わ
り
、今
年
は
ゼ
ミ
を
延
長
し
、

さ
ら
に
一
週
間
の「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

直
前
ゼ
ミ
」を
実
施
し
ま
し
た
。

一
般
に
、「
学
習
は
学
生
各
自

の
努
力
に
よ
る
」と
言
わ
れ
ま
す

が
、
さ
ら
に
そ
の
効
果
を
高
め

る
に
は
、
意
欲
を
持
っ
た
学
生

た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
、
競
い

合
う
と
き
、
学
習
の
雰
囲
気
が

盛
り
上
が
り
、
さ
ら
な
る
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

外
国
語
学
科
で
は
、
一
年
間

の
留
学
体
制
、
理
想
的
な
少
人

数
ク
ラ
ス
、
充
実
し
た
チ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
、
日
英
語
比
較

に
基
づ
く
自
信
あ
る
自
己
表
現

に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
必
ず

や
実
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
「
シ
モ
ン
・
ボ
ッ
カ
ネ

グ
ラ
」
に
つ
づ
き
、
今
年
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
」
に
取
り
組
ん
だ
オ
ペ
ラ
公

演
は
、
大
成
功
裏
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
聖
徳
大
学
・

音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ

る
公
演
で
す
が
、
所
謂
大
学
オ

ペ
ラ
で
は
な
く
、
プ
ロ
の
オ
ペ

ラ
公
演
を
観
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
キ
ャ
ス
ト
は
大
学
院
生
、
非

常
勤
講
師
、
専
任
教
員
が
加
わ

り
、
そ
れ
に

聖
徳
大
学
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

の
す
ば
ら
し

い
演
奏
と
相

俟
っ
て
、
そ

の
夜
の
公
演

は
、
す
べ
て

の
聴
衆
を
魅

了
し
、
す
べ

て
の
聴
衆
が

幸
せ
な
気
持

ち
で
帰
路
に

つ
い
た
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
公
演
で
特
筆
す
べ

き
は
、
指
揮
を
さ
れ
た
本
学

音
楽
文
化
学
科
長
高
橋
大
海
先

生
の
傑
出
し
た
オ
ペ
ラ
作
り
と

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
解
釈
で
す
。

決
し
て
損
な

わ
れ
な
か
っ

た
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
躍
動

感
と
繊
細
さ
、

そ
し
て
な
に

よ
り
も
「
愛
」

の
テ
ー
マ
が

オ
ペ
ラ
を
通

し
て
観
て
い

る
も
の
に
伝

わ
っ
て
き
ま

し
た
。

舞
台
は
実

に
簡
素
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
オ
ペ
ラ

を
聖
徳
大
学
で
は
一
般
の
方
々

に
開
放
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
頂

き
た
い
と
願
う
次
第
で
す
。

（
二
月
十
六
日
の
公
演
よ
り
）

聖
徳
大
学
・
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー

第
二
回

オ
ペ
ラ
公
演

●
音
楽
文
化
学
科

春
季
特
別
ゼ
ミ
を
実
施
！！

外国語学科

海
外
研
修
で
得
た
も
の

生
活
文
化
学
科
管
理
栄
養
士
専
攻
　
二
年
Ａ
ク
ラ
ス
　
吉
田
慶
子

海
外
研
修
で
得
た
も
の

生
活
文
化
学
科
管
理
栄
養
士
専
攻
　
二
年
Ａ
ク
ラ
ス
　
吉
田
慶
子

左から4番目が吉田さんフ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

英語の音声に関する講演会を開くことになりました。講演者は
ロンドン大学音声言語学科で長年にわたって、英語音声学の研究
並びに指導に貢献されてきたジョンC.ウェールズ（John C.Wells）
先生です。
Wells先生は現代英語の発音を表記した

Longman Pronunciation Dictionaryの著者でも
あり、英語音声学についての世界最高の権威
であります。

春
季
特
別
ゼ
ミ
を
実
施
！！

外国語学科生の留学中授業風景

「英語が使える日本人のための発音指導」の研究

●日時／平成１８年５月１９日（金） ●入場無料
■受付 午後５時～

●午後６時～８時

●全体司会／外国語学科教授 小川直樹

■講演：
English Phonetics：

Sound Features and Speech Melodies
（英語音声学：音声特徴とスピーチメロディー）

■使用言語：英語（通訳なし）

“Computer-based pronunciation improvement”

■講演者：
ロンドン大学音声学・言語学科主任教授
同大学夏期英語音声学コースディレクター

John C.Wells（ジョン・ウェルズ）

●午後５時３０分～６時

■英米文化学科専任講師 Jon Berman
～Pre -ta lk～

英語発音の最低ノルマと“I get off.”（＝揚げ豆腐）
■外国語学科長　島岡丘

■講演者プロフィール：
Head of the Department of Phonetics and Linguistics. Director of the Summer
Course in English Phonetics. Longman Pronunciation Dictionary, The Accents of
English on British Isles.（CUP）, etc

●場所／聖徳大学10号館14階 松戸駅下車　東口徒歩1分

●主催／文部科学省科研費プロジェクト：「英語が使える日本人のための発音指導」
聖徳大学外国語学科島岡丘

●後援／英語発音表記学会、アイリス英語教育学会、ELEC同友会英語教育学会

●お申込み／FAX.047-363-1401 聖徳大学　外国語学科　島岡研究室　宛て
（お申込先着100名様）

科研費プロジェクト講演会のご案内
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平
成
十
八
年
二
月
二
十
一
日

（
火
）、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に

お
い
て
、
全
国
保
育
士
養
成
協
議

会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
第
十
九

回
学
生
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
発
表
会
は
、
保
育
士

を
養
成
し
て
い
る
学
校
に
在
学
す

る
学
生
が
、
学
習
や
学
生
生
活
を

通
し
て
研
究
し
た
成
果
を
発
表
す

る
機
会
を
設
け
、
自
主
的
研
究
の

増
進
と
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
、
学
生
の
資
質
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
十
七
校
二
十
八
件
の
発
表
が

あ
り
、
本
校
で
は
、
本
年
一
月
に

行
わ
れ
た
、
第
四
十
九
回
グ
ル
ー

プ
研
究
発
表
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

二
グ
ル
ー
プ
が
学
校
代
表
と
し
て

発
表
し
ま
し
た
。

書
道
の
振
興
と
書
技
の
向
上

を
目
的
と
し
た
大
東
文
化
大
学

主
催
「
第
四
十
七
回
全
国
書
道

展
」
は
平
成
十
七
年
十
一
月
十

九
日（
土
）・
二
十
日（
日
）の
両
日
、

板
橋
区
の
大
東
文
化
大
学
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
全

国
の
幼
小
中
高
・
大
学
・
一
般
か

ら
一
万
九
千
四
百
六
十
九
点
の

出
品
が
あ
り
、
本
校
は
団
体
賞

と
し
て
最
高
位
の
「
文
部
科
学

大
臣
賞
」を
、
ま
た
個
人
賞
の
部

門
で
は
全
国
書
道
高
等
学
校
協

議
会
賞
に
三
年
の
成
瀬
愛
さ
ん

（
条
幅
作
品
）と
神
山
沙
織
さ
ん

（
半
紙
作
品
）が
、
大
賞
に
三
年

の
広
野
里
恵
さ
ん（
条
幅
作
品
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
推
薦

賞
に
は
三
年
の
三
宅
佐
代
子
さ

ん
・
大
井
友
恵
さ
ん
・
末
久
華
子

さ
ん
ほ
か
十
八
名
が
入
賞
を
果

た
し
、
全
国
№
１
の
入
選
・
入
賞

数
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
月
十
四
日（
火
）
、
二
月

二
十
二
日（
水
）、
三
月
一
日（
水
）

と
本
年
度
は
三
回
に
分
け
て
、

芝
消
防
署
の
救
急
隊
の
方
々
を

お
招
き
し
て
、
一
年
生
対
象
に

「
普
通
救
命
講
習
」
を
実
施
致
し

ま
し
た
。

基
本
講
義
を
受
け
た
後
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
止
血
法
等
の

応
急
処
置
を
学
び
ま
し
た
。
幼

児
教
育
者
と
子
ど
も
の
危
険
は

背
中
合
わ
せ
で
す
。
非
常
時
に

も
平
常
心
を
も
っ
て
対
応
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

今
ま
で
救
命
経
験
の
な
い
学

生
に
と
っ
て
は
、
悪
戦
苦
闘
の

講
習
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

で
得
た
知
識
・
技
術
・
経
験
を
踏

ま
え
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
今
後

の
保
育
な
ど
で
活
用
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

▼
総
合
演
習

普
通
救
命
講
習

幼
児
教
育

専
門
学
校

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

第
十
九
回

学
生
研
究
発
表
会

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

第
四
十
七
回
全
国
書
道
展

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

「
小
児
病
棟
に
お
い
て
保
育
士

が
で
き
る
こ
と
」

保
育
科
第
１
部
二
年

大
川
百
世
、
木
村
浩
子
、
高
坂
亜

由
子
、
坂
本
美
帆
、
篠
原
洋
子
、

滝
口
亜
弓
、
寺
脇
千
恵
、
吉
田
愛

指
導
教
員

村
田
カ
ズ
先
生

「
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）の
今
を
知
る
」

保
育
科
第
１
部
二
年

檜
森
由
佳
、
渡
辺
陽
子
、
山
田
聡

子
、
渡
辺
恵
実

指
導
教
員

堀
井
美
砂
子
先
生

平
成
十
七
年
度

文
化
講
演
会

講
師

高
橋
洋
子
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
北
の
家
族
」
を
始
め
、
女
優

と
し
て
テ
レ
ビ
や
映
画
に
出
演

す
る
一
方
、
作
家
と
し
て
多
数

の
著
書
を
出
版
。
近
年
で
は
著

書
「
雨
を
待
ち
な
が
ら
」
の
エ
ッ

セ
イ
集
の
一
つ
が
中
高
生
の
教

科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
高
橋
洋
子
さ
ん
に
よ
る
文
化

講
演
会
が
一
月
二
十
四
日（
火
）、

川
並
香
順
記
念
講
堂
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
の
体
験
談
や
女
優
を

し
て
い
て
学
ば
れ
た
話
を
盛
り

込
み
な
が
ら
「
幸
せ
の
か
た
ち
」

〜
自
分
ら
し
く
生
き
る
〜
と
い

う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
現
代
人

に
欠
け
て
し
ま
っ
た
日
本
人
と

し
て
の
生
き
方
や
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
生
き
る
女
性
の
考
え
方

を
中
心
に
、
卒
業
し
て
社
会
へ

巣
立
と
う
と
す
る
学
生
達
に
向

け
、
有
意
義
な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
大
学
生
の
お
嬢
さ
ん

を
お
持
ち
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ま
る
で
ご
自
身
の
お
嬢
さ
ん
に

話
し
か
け
る
よ
う
に
、
親
し
み
や

す
い
雰
囲
気
で
お
話
し
し
て
く

だ
さ
り
、
学
生
達
も
真
剣
に
高
橋

さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
、
そ
の

熱
の
こ
も
っ
た
講
演
に
学
生
か
ら

盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

●学寮課

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

本
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
開
催
告
知
・Club-S

（
本
学
受

験
希
望
者
の
会
員
制
度
）入
会
促

進
は
が
き
Ｄ
Ｍ
を
、
日
本
郵
政

公
社
主
催
「
第
二
十
回
全
日
本

Ｄ
Ｍ（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）大

賞
」
に
出
品
し
、
全
国
千
九
百
十

八
点
の
応
募
の
う
ち
上
位
二
十

四
点
の
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

関
東
地
区
で
の
受
賞
は
本
学
を

含
め
わ
ず
か
２
点
だ
け
で
し
た
。

高
校
生
や
保
護
者

に
、「
い
か
に
読
ん
で

も
ら
え
る
か
」、「
い

か
に
来
校
し
て
も
ら

え
る
か
」
を
テ
ー
マ

に
試
行
錯
誤
し
た
結

果
、
会
員
カ
ー
ド
入

り
圧
着
式
は
が
き
Ｄ

Ｍ
が
完
成
し
ま
し
た

（
上
写
真
参
照
）。

多
く
の
Ｄ
Ｍ
が
家

庭
に
届
く
中
、
高
校

生
や
そ
の
保
護
者
の

方
に
開
封
す
る
興
味

を
持
た
せ
、
来
校
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
難
し

い
こ
と
で
す
。
こ
の
Ｄ

Ｍ
を
昨
年
七
月
末
に

本
学
の
資
料
請
求
者

約
一
万
四
千
人
に
送

付
し
た
結
果
、
八
月

に
実
施
し
た
二
回
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
高
校
生
の
来
校

者
数
が
、
い
ず
れ
も

過
去
最
高
の
千
人
を

超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
Ｄ

Ｍ
の
効
果
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

数
多
く
の
一
流
企
業
の
Ｄ
Ｍ

が
出
品
さ
れ
る
中
、
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
の
業
務
の
質
が
、
一
般
企

業
と
比
較
し
て
も
高
い
と
評
価

さ
れ
た
こ
と
で
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
学
生
募
集
は

厳
し
さ
を
増
し
ま
す
が
、
受
験

生
の
視
点
で
も
の
を
考
え
、
新

し
い
も
の
を
取
り
入
れ
、
聖
徳

の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ツ
ー
ル

を
開
発
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
、一
人
で
も
多
く
の
受

験
生
に
本
学
へ
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
日
々
の
業

務
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
郵
政
公
社
主
催

第
二
十
回
「

全
日
本
Ｄ
Ｍ（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）

大
賞
」
に

入
賞
入
賞

毎
年
、
卒
業
式
の
前
日（
今
年

は
三
月
七
日
）に
、
爽
和
会
の
入

会
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
、
四
年
前
か
ら
、
渡
辺
洋

子
爽
和
会
会
長
と
、
そ
の
年
の

卒
業
生
代
表
者
と
の
対
談
と
い

う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
代
表
者
は
、
塚
本
明

子
さ
ん
、
大
須
賀
友
美
さ
ん
、
加

覧
美
智
子
さ
ん
の
三
名
で
、
会

長
の
問
い
か
け
に
、
明
る
く
気

持
ち
よ
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

入
会
式
の
後
半
で
は
、
附
属

高
等
学
校
十
三
期
卒
業
生
西
村

有
紀
さ
ん
に
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曲
は
、

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
の
「
ト
ロ
イ

メ
ラ
イ
」
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

曲
の
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
で
す
。

い
ず
れ
の
曲
も
有
名
な
の
で
卒

業
生
は
、
西
村
さ
ん
の
演
奏
に

し
ば
し
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

今
春
、
卒
業
生
は
一
万
人
を

越
え
ま
し
た
。
卒
業
生
同
士
の

連
携
が
密
に
な
る
よ
う
な
活
動

を
通
し
て
、
爽
和
会
を
活
性
化

し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
母
校

発
展
の
た
め
の
一
助
と
な
る
よ

う
に
今
後
も
で
き
る
限
り
積
極

的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

爽
和
会（
附
属
高
等
学
校
）
入
会
式
同
窓
会

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
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●
●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

三
田
幼
稚
園
で
は
、
五
月
に

行
わ
れ
る
三
歳
児
四
歳
児
の
春
の

遠
足
と
し
て
ク
ラ
ス
親
睦
を
兼
ね

た
親
子
遠
足
を
行
な
い
ま
す
。

三
歳
児
と
四
歳
児
の
二
年
保

育
は
入
園
か
ら
約
一
ヶ
月
で
す
。

少
し
ず
つ
幼
稚
園
に
慣
れ
た
頃
、

保
護
者
と
の
遠
足
は
一
層
幼
稚

園
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
良
い

機
会
に
も
な
り
ま
す
。
三
歳
児

か
ら
進
級
し
た
子
ど
も
達
は
二

回
目
の
親
子
遠
足
で
す
。
み
ん

な
で
遊
ぶ
楽
し
さ
も
十
分
に
経

験
し
て
い
る
こ
と
を
生
か
し
遊

び
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
ご
と
に
担
任
を
中
心

と
し
て
集
団
遊
び
を
行
い
ま
す

が
、
広
場
で
思
い
っ
き
り
保
護
者

や
友
達
、
先
生
と
追
い
か
け
っ
こ

を
し
た
り
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で

過
ご
し
ま
す
。
広
場
で
楽
し
く
遊

ん
だ
後
に
は
子
ど
も
達
は
御
苑
内

の
お
散
歩
で
す
。「
森
の
中
に
は
、

可
愛
い
動
物
達
が
い
る
か
な
？
」

「
お
池
に
は
お
魚
が
い
る
か
な
？
」

と
期
待
し
て
少
し
の
時
間
の
探
検

隊
で
す
。
そ
の
間
保
護
者
は
皆
で

ゲ
ー
ム
を
し
て
交
流
を
図
り
、
保

護
者
同
士
も
お
友
達
に
な
る
良
い

機
会
と
な
り
「
一
緒
に
お
弁
当
を

食
べ
ま
し
ょ
う
」
と
誘
い
合
う
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
達
が
お

散
歩
か
ら
帰
る
頃
に
は
お
昼
の
準

備
を
整
え
「
お
帰
り
な
さ
い
！
」

と
子
ど
も
達
を
笑
顔
で
向
え
ま

す
。
出
発
す
る
時
は
不
安
そ
う
に

し
て
い
た
子
ど
も
も
三
十
分
程
の

お
散
歩
で
帰
っ
て
き
た
時
は
楽
し

そ
う
に
、
見
た
こ
と
、
楽
し
か
っ

た
こ
と
の
、
お
話
を
す
る
姿
は
ほ

ん
の
少
し
成
長
し
た
よ
う
に
も
思

え
る
勇
敢
な
姿
と
し
て
大
人
の
目

に
映
り
ま
す
。

小
さ
い
こ
と
で
も
短
時
間
で

も
こ
の
時
期
の
子
ど
も
達
に
は
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
経
験
が
心
の

成
長
に
大
き
く
影
響
を
す
る
事
が

良
く
分
か
り
ま
す
。
お
昼
に
は
ク

ラ
ス
ご
と
輪
に
な
り
お
話
を
し
な

が
ら
楽
し
く
お
弁
当
を
食
べ
、さ

ら
に
交
流
が
深
ま
り
解
散
後
も

「
明
日
も
遊
ぼ
う
ね
」と
名
残
惜
し

く
帰
途
に
着
く
春
の
遠
足
で
す
。

家
庭
生
活
か
ら
離
れ
て
の
集

団
生
活
で
、
初
め
て
の
登
園
の

日
に
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、

「
マ
マ
に
会
い
た
い
よ
」「
帰
る
！！
」

と
言
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
中

に
は
目
に
涙
を
た
め
て
我
慢
し

て
い
る
子
ど
も
も
見
ら
れ
、
先

生
が
声
を
掛
け
る
と
、
張
り
つ

め
た
糸
が
切
れ
た
よ
う
に
泣
き

出
す
子
ど
も
の
姿
も
み
ら
れ
ま

す
。
逆
に
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
す

ぐ
遊
び
出
す
子
ど
も
と
幼
稚
園

大
好
き
で
、
じ
っ
く
り
遊
ん
で

い
る
子
ど
も
と
様
々
な
表
情
が

見
ら
れ
、
こ
の
子
ど
も
達
を
し

っ
か
り
育
て
な
け
れ
ば
と
、
責

任
の
重
さ
を
感
じ
る
時
期
で
す
。

ま
ず
登
園
し
て
来
る
と
、
挨

拶
の
仕
方
、
く
つ
の
片
づ
け
方
、

帽
子
の
掛
け
方
、
ス
タ
ン
プ
の

押
し
方
、
着
替
え
方
等
、
生
活
の

仕
方
を
一
つ
ひ
と
つ
知
ら
せ
ま
す
。

始
め
て
の
事
ば
か
り
で
戸
惑
い

な
が
ら
も
一
つ
ひ
と
つ
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
頑
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

着
替
え
終
わ
る
と
、
室
内
で

ブ
ロ
ッ
ク
や
ま
ま
ご
と
遊
び
等
、

朝
泣
い
て
い
た
子
ど
も
も
泣
き

止
み
笑
顔
で
遊
び
始
め
、
全
員

が
登
園
す
る
と
、
リ
ズ
ム
遊
び

で
先
生
と
体
を
動
か
し
た
り
、

絵
本
を
見
聞
き
し
た
り
、
お
や
つ

科
三
年
生
・
当
時
）が
日
本
代
表

選
手
と
し
て
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
参
加
国
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド（
代
表
チ
ー
ム
・
選
抜
チ
ー

ム
）お
よ
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
日

本
で
、
予
選
リ
ー
グ
三
試
合
と

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
二
試
合

と
を
戦
い
、
最
終
的
に
第
二
位

の
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
決

勝
で
敗
れ
た
も
の
の
、
予
選
リ
ー

グ
で
は
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
る
中
、

十
対
九
の
僅
差
で
わ
が
日
本
チ
ー

ム
が
勝
利
し
、
選
手
た
ち
は
世

界
を
相
手
に
大
き
な
自
信
を
得

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

は
世
界
の
強
豪
国
と
接
戦
を
演

じ
る
ほ
ど
の
力
を
持
っ
た
チ
ー

ム
で
、
昨
年
の
夏
に
開
催
さ
れ

た
世
界
選
手
権
で
も
ベ
ス
ト
８

に
入
る
輝
か
し
い
実
績
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

世
界
選
手
権（
来
年
三
月
開
催
予

定
）出
場
を
か
け
た
、
ア
ジ
ア
予

選
が
開
か
れ
る
年
で
す
。
日
本

チ
ー
ム
と
し
て
も
二
大
会
ぶ
り

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
邁
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
声
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

去
る
一
月
十
五
日（
日
）か
ら

十
九
日（
木
）ま
で
、
水
球
競
技

国
際
大
会
「
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
カ
ッ

プ
」
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
校
か
ら
行
天
朋
加
選
手（
体

育
科
三
年
生
・
当
時
）と
、
聖
徳

大
学
の
沼
崎
未
希
選
手（
児
童
学

春
の
親
子
遠
足

〜
新
宿
御
苑
〜

三
田
幼
稚
園

は
じ
め
て
の
登
園

八
王
子
中
央
幼
稚
園

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

を
い
た
だ
い
た
り
生
活
の
リ
ズ

ム
を
知
ら
せ
、
幼
稚
園
の
楽
し

さ
を
子
ど
も
達
が
理
解
す
る
よ

う
、
く
り
返
し
保
育
を
し
ま
す
。

降
園
時
に
は
、
朝
泣
い
て
い

た
子
ど
も
も
「
ま
た
ね
」「
さ
よ

う
な
ら
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
手

を
振
っ
て
帰
り
ま
す
。
家
庭
生

活
か
ら
離
れ
て
初
め
て
の
登
園

は
、
社
会
生
活
の
一
歩
で
す
。
泣

い
た
り
、笑
っ
た
り
、怒
っ
た
り
、

自
分
勝
手
に
飛
び
出
し
た
り
と
、

た
く
さ
ん
の
表
情
を
見
せ
て
く

れ
る
子
ど
も
達
で
す
。

平成17年度　聖徳大学附属小学校　表彰者 附属小学校

水
球
競
技
国
際
大
会

「
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
カ
ッ
プ
」
で

準
優
勝

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

前列・左から２人目が沼崎選手、後列・右から２人目が行天選手

本年度も学習・スポーツ・芸術など様々な分野で、たくさんのせいとくっ子達が素晴らしい活躍を見せてく
れました。ほんの一部ですが御紹介致します。

【コンクール名・部門名】 【賞・順位】 【受賞者】

■ 朝日小学生新聞主催 学校・団体奨励賞 聖徳大学附属小学校
「勇気でススメ！ 『鉄人２８号』ミニ作文コンクール」 鉄人２８号賞 ２年　神谷　予一

■ 第４７回　千葉県吹奏楽コンクール　 銀賞　 聖徳大学附属小学校

■ 日本美術院主催　第六十回　教育部展 第６０回記念賞 ２年　永妻　里佳子

■ 実用数学技能検定「数検」グランプリ 銀賞 聖徳大学附属小学校

■ 日本郵政公社主催
第３１回 「私のアイデア貯金箱」コンクール 郵便局長賞 ５年　水谷　和美

■（社）日本一輪車協会主催　全日本一輪車競技大会

ハーフマラソン ２０インチ 男子　小学５～６年生 優勝 ５年　矢澤　隼人

■ 朝日小学生新聞主催
第３回　手を洗おう「みんなでキレイキレイ」

作品コンクール 朝日新聞社賞 ２年　中澤　純眸

■ 第３回　和洋女子大学競書大会 審査員奨励賞 ６年　田山　由希子

■ 松戸市一輪車協会主催
平成１７年度 さわやか 第１２回　松戸市一輪車の集い

１００mスプリント １６インチ男子の部 優勝 ６年　倉持 こころ
１００mスプリント ２０インチ男子の部 優勝 ６年　石田　将人
ロードレース１５００m １６インチ男子の部 優勝 ６年　倉持 こころ
ロードレース１５００m ２０インチ男子の部 優勝 ６年　石田　将人
対抗リレー（４００m） 優勝 チーム「はやぶさ」

６年　石田　将人、６年　倉持　こころ、５年　上曽山　毅、４年　山村　友介

■ 第２９回「てのひら文庫賞」読書感想文全国コンクール 最優秀校 聖徳大学附属小学校
（４年連続の受賞で史上初の快挙です）

高学年の部 文部科学大臣奨励賞 ６年　玉田　実音
てのひら文庫部門 最優秀賞 ３年　藤平　理久
てのひら文庫部門 優秀賞 ５年　川並　弘順

１年　渋井　雄太

■ カンタス航空・オーストラリア航空主催
第７回「とっておきのオーストラリア！」絵画コンクール 最優秀賞 ４年　枡田　大景

■ 朝日新聞社・朝日学生新聞社主催
第２４回「海とさかな」自由研究・作品コンクール

創作部門 優秀作品賞 ６年　玉田　実音

■ 財団法人 グリーンクロスジャパン主催
第７回「みどりの小道」環境日記コンテスト

学校・団体の部 優秀学校賞
グリーンクロスジャパン奨励賞 聖徳大学附属小学校　

個人の部 金賞　審査委員長特別賞 ３年　茂川　拓杜

■ 平成１７年度　第２回　日本漢字能力検定 準２級合格
６年　関　智一、木幡　映美、遠藤　豪志、立花　潤、石戸谷　美咲、森林　晴加、伊藤　厳、奥山　奈那美、丸山　早紀

■ 第４６回　松戸市小中学校書初展 金賞 松戸市議会議長賞 ６年　田山　由希子

※学年・クラスは当時のものです。
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二
月
十
五
日（
水
）、
聖
徳
大

学
児
童
文
化
研
究
会
の
掃
守
先

生
と
学
生
の
方
々
が
聖
徳
大
学

附
属
第
三
幼
稚
園
で
人
形
劇
の

公
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

二
回
公
演
で
行
い
、
始
め
は
年

長
児
と
年
少
児
が
ペ
ア
に
な
っ

て
見
せ
て
い
た
だ
き
、
二
回
目

は
年
中
児
と
今
度
幼
稚
園
に
入

る
お
友
達
と
お
母
様
を
お
招
き

し
て
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

園
児
は
、
朝
か
ら
『
何
が
出
て

く
る
の
か
な
？
』『
ど
ん
な
お
話

が
や
っ
て
く
る
の
？
』
と
人
形
劇

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
人

形
劇
が
始
ま
る
と
、
ま

ず
、
カ
ッ
パ
の
人
形
の

登
場
に
大
喜
び
で
す
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に

合
わ
せ
て
カ
ッ
パ
が
ダ
ン

ス
を
し
て
、
そ
こ
へ
ひ
ょ

う
き
ん
な
顔
を
し
た
お

さ
る
さ
ん
が
合
い
の
手

を
入
れ
る
と
ま
た
ま
た

大
喜
び
で
し
た
。
ま
た
、

う
さ
ぎ
さ
ん
は
白
い
シ

ャ
ボ
ン
玉
、
き
つ
ね
さ

ん
は
黄
色
い
シ
ャ
ボ
ン

玉
、
パ
ン
ダ
ち
ゃ
ん
は

白
と
黒
の
シ
ャ
ボ
ン
玉

と
特
徴
の
あ
る
シ
ャ
ボ

ン
玉
を
動
物
た
ち
が
膨
ら
ま
せ

る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
も
見
せ
て

い
た
だ
き
、
幼
児
も
『
何
色
の

シ
ャ
ボ
ン
玉
か
な
？
』
と
想
像

し
な
が
ら
楽
し
く
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

年
少
児
は
年
長
の
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
が
隣
に
座
っ
て
い

る
と
、
嬉
し
い
よ
う
な
恥
ず
か

し
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
な

が
ら
も
お
行
儀
良
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
逆
に
年
長
児

も
年
少
児
を
ち
ょ
っ
と
注
意
し

な
が
ら
楽
し
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
入
園
児
の
子
ど
も
達
も
一

足
先
に
幼
稚
園
児
に
な
っ
た
よ

う
な
気
持
ち
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
園
で
は
い

つ
も
の
こ
と
で
す
が
、
園
児
が
始

ま
り
と
終
わ
り
に
ご
挨
拶
を
す

る
の
を
見
て
保
護
者
は
大
変
感

心
し
て
い
ま
し
た
。
新
入
園
児

の
子
ど
も
達
も
四
月
か
ら
の
幼

稚
園
に
期
待
を
も
っ
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

去
る
一
月
三
十
日（
月
）、
今

年
度
最
後
の〝
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ

イ
ム
を
ご
一
緒
に
〞が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
児
童
学
科
の
柳

澤
邦
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
リ
ズ
ム
で
あ
そ
び
ま
し
ょ

う
」
の
テ
ー
マ
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
在
園
児
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
未
就
園
児
の
参
加
も
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
始

め
に
幼
児
に
と
っ
て
の

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
保
護

者
向
け
に
話
を
し
て
頂

き
、
そ
の
後
に
い
ろ
い

ろ
な
楽
し
い
手
あ
そ
び

や
身
体
表
現
を
し
て
遊

び
ま
し
た
。
柳
澤
先
生

の
魅
力
的
な
話
術
に
み

ん
な
引
き
込
ま
れ
、
子

ど
も
達
の
表
情
も
輝
い

て
い
ま
し
た
。
特
に
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
を
使
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
づ
く
り
遊

び
で
は
大
興
奮
。
臭
い

を
か
ぐ
真
似
を
し
た
り
、
食
べ

る
仕
草
を
す
る
場
面
が
あ
っ
た

り
と
、
歓
声
あ
り
笑
い
あ
り
で

と
て
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
親
子
共
々
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
幼
稚
園
で
は
地
域
に

開
か
れ
た
幼
稚
園
と
し
て
、
未
就

園
児
を
対
象
に
し
た
二
才

児
学
級
も
も
組
や
在
園
児

の
母
親
へ
の
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
ド
リ
ー
ム
キ
ッ

ズ（
預
か
り
保
育
）、
園
庭

解
放
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の〝
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ

イ
ム
を
ご
一
緒
に
〞
も
孤

立
化
す
る
専
業
主
婦
の
子

育
て
不
安
の
解
消
に
な
れ

ば
と
い
う
願
い
を
持
っ
た

家
庭
教
育
支
援
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
年
々

定
着
し
参
加
者
も
増
え
て

成
果
が
あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
新
年
度
も
幼
稚
園
と
し
て

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
認

識
を
深
め
、
よ
り
一
層
意
義
あ

る
〝
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
を
ご

一
緒
に
〞
に
な
る
よ
う
新
し
い
試

み
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

二
月
十
三
日（
月
）、十
八
年
度

に
入
園
す
る
幼
児
、
保
護
者
を

対
象
と
し
た
「
親
子
で
楽
し
く

過
ご
す
集
い
」
が
催
さ
れ
ま
し

た
。入

園
前
に
幼
稚
園
の
雰
囲
気

に
慣
れ
幼
稚
園
生
活
に
期
待
を

も
た
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
の
催

し
で
す
が
、
新
入
園
児
の
約
八

十
五
％（
九
十
三
組
の
親
子
）が

参
加
し
に
ぎ
や
か
に
始
ま
り
ま

し
た
。
中
に
は
緊
張
し
て
今
に

も
泣
き
出
し
そ
う
な
幼
児
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
知
っ
て
い
る

手
遊
び
を
し
た
り
、
園
長
先
生

か
ら
「
今
日
か
ら
皆
さ
ん
は
聖

徳
幼
稚
園
の
子
ど
も
で
す
よ
」

と
お
話
を
さ
れ
る
と
よ
う
や
く

緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
親
子
で
顔
を

見
合
せ
笑
顔
に
な
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
三

歳
児
の
リ
ズ
ム
遊
び
「
ち
い
さ

な
き
い
ろ
い
か
さ
」
で
は
未
就

園
児
も
い
つ
の
間
に
か
ス
テ
ー

ジ
の
前
の
方
に
出
て
発
表
に
見

入
る
な
ど
、
興
味
の
高
さ
が
窺

え
ま
し
た
。

四
歳
児
の
リ
ズ
ム
遊
び
で
は
、

動
き
の
ね
ら
い
の
説
明
に
「
な

る
ほ
ど
！
」
と
納
得
さ
れ
て
い

る
保
護
者
の
方
々
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
五
歳
児
の
歌
と

合
奏
で
は
「
す
ご
ー
い
」
と
い
う

感
嘆
の
声
と
拍
手
に
在
園
児
も

喜
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
一

部
の
最
後
に
、
遠
足
や
運
動
会

で
踊
る
母
子
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

「
ダ
ン
ス
リ
ト
ル
バ
ー
ド
」
を
ホ
ー

ル
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
踊
り

ま
し
た
が
、
ど
の
親
子
に
も
笑

顔
が
見
ら
れ
踊
り
終
わ
っ
た
と

き
は
、
拍
手
と
歓
声
が
上
が
る

な
ど
と
て
も
微
笑
ま
し
い
光
景

で
し
た
。

第
二
部
は
、
衣
服
の
着
脱
の

指
導
や
箸
指
導
な
ど
、
入
園
ま

で
に
身
に
付
け
て
頂
く
必
要
の

あ
る
こ
と
な
ど
を
三
歳
児
が
見

本
を
示
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
母
親
任
せ
で
自
分
で
や
ろ

う
と
し
な
い
幼
児
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
楽
し
み
な
が
ら
練
習
す

る
ポ
イ
ン
ト
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
行
う
新
入
園
児
保
護

者
会
も
含
め
、
聖
徳
教
育
の
理

解
を
深
め
、
四
月
の
入
園
式
を

元
気
で
迎
え
て
頂
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

二
月
十
七
日（
金
）

冬
、
最
中
の
肌
寒
さ
の
中
、
浦

安
幼
稚
園
の
園
庭
に
は
、「
子
ど

も
は
風
の
子
」
で
園
児
達
の
喜
々

と
し
た
喚
声
が
あ
り
ま
し
た
。
今

日
は
全
園
児
で
じ
ゃ
が
芋
の
種
芋

を
植
え
る
日
で
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て

待
っ
て
い
た
日
で
す
。
前
日
迄
に

教
師
と
一
緒
に
土
入
れ
し
た
プ
ラ

ン
タ
ー
を
前
に
、
じ
ゃ
が
芋
を
植

え
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

職
員
会
議
で
指
導
目
標
や
植
え

方
、育
て
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

各
ク
ラ
ス
で
じ
ゃ
が
芋
に

つ
い
て
の
話
、
自
然
の
絵

本
を
読
み
聞
か
せ
ま
し
た
。

今
日
は
先
生
方
が
切
っ

た
種
芋
で
好
き
な
形
の
も

の
を
園
児
達
に
選
ば
せ
て

植
え
る
の
で
す
。「
早
く
芽

が
出
な
い
か
な
」「
葉
っ
ぱ

は
と
が
っ
て
出
て
来
る
の

か
な
」「
花
は
咲
く
ん
だ
よ

ね
」「
土
の
中
で
お
芋
が
大

き
く
な
る
ん
だ
よ
ね
」
と

冬
の
陽
だ
ま
り
の
中
で
会

話
が
飛
び
交
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
園
児
達
と
一
緒
に
な
っ
て

育
て
る
の
で
す
。
水
を
や
り
、
草

を
取
り
、
葉
が
出
て
、
花
が
咲
き
、

色
や
形
や
匂
い
は
勿
論
そ
こ
に
集

ま
る
虫
や
蝶
を
も
観
察
し
、
何
よ

り
も
植
物
の
育
ち
ゆ
く
、
生
命
に

触
れ
る
感
動
を
、
又
物
を
知
っ
て

ゆ
く
喜
び
を
先
生
園
児
共
々
に
持

ち
た
い
も
の
で
す
。

豊
富
な
食
生
活
で
型
ど
お
り

の
便
利
性
優
先
の
パ
ッ
ク
詰
合
材

料
の
食
卓
に
な
り
兼
ね
な
い
今
日

で
す
が
、
や
が
て
収
穫
の
時
、
み

ん
な
で
植
え
た
素
朴
な
じ
ゃ
が
芋

を
頬
ば
り
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
全
て
の
事
柄
を
表
現
活
動
に
ま

で
高
め
、
発
展
出
来
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

入
園
式
は
子
ど
も
達
に
と
っ

て
大
好
き
な
お
父
様
や
お
母
様

と
離
れ
て
、
初
め
て
の
集
団
生
活

へ
の
は
じ
ま
り
の
日
で
す
。

毎
年
、
不
安
そ
う
な
表
情
を
し

な
が
ら
も
一
人
で
じ
っ
と
座
っ

て
い
る
四
歳
児
に
比
べ
、
三
歳
児

は
泣
い
て
椅
子
に
座
ら
ず
に
い

る
子
ど
も
、
お
母
様
と
離
れ
ら
れ

ず
に
し
っ
か
り
と
し
が
み
つ
い

て
い
る
子
ど
も
、
初
め
て
見
る
舞

台
や
マ
イ
ク
に
興
味
津
々
で
立

ち
上
が
っ
て
声
を
あ
げ
る
子
ど

も
と
笑
い
声
、
泣
き
声
の
入
り
交

じ
っ
た
に
ぎ
や
か
な
式
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
達
が
よ

く
知
っ
て
い
る
曲
で
の
手
遊
び

が
は
じ
ま
る
と
、
泣
き
声
が
少
な

く
な
り
、
一
生
懸
命
に
前
に
立
っ

て
い
る
担
任
の
真
似
を
し
よ
う

と
し
た
り
、
泣

い
て
い
た
子

ど
も
の
顔
も

不
安
や
緊
張

が
少
し
ず
つ

ほ
ぐ
れ
て
き

ま
す
。
又
、
園

長
先
生
が
子

ど
も
達
の
大

好
き
な
動
物

が
出
て
く
る

話
を
さ
れ
る

と
、
ざ
わ
め
い
て
い
た
遊
戯
室
が

さ
ー
っ
と
静
か
に
な
り
、
子
ど
も

達
み
ん
な
が
真
剣
に
聞
き
入
る

姿
に
、
私
達
も
ほ
っ
と
す
る
ひ
と

と
き
で
す
。

初
め
て
の
集
団
生
活
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
達
が
、

一
日
も
早
く
安
心
し
て
登
園
で

き
る
よ
う
に
、
又
、
園
目
標
で
あ

る
「
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な
子

ど
も
」
に
な
れ
る
よ
う
に
、
園
児
、

保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

楽
し
い
幼
稚
園
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
毎
日
を
過
ご
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ク
ワ
ク
し
た

じ
ゃ
が
芋
植
え

附
属
浦
安
幼
稚
園

多
摩
中
央
幼
稚
園

集
団
生
活
第
一
歩
の

入
園
式

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム

を
ご
一
緒
に

附
属
第
二
幼
稚
園

人
形
劇
公
演

附
属
第
三
幼
稚
園

親
子
で
楽
し
く
過
ご
す
集
い

附
属
幼
稚
園
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１７日（月）
２８日（金）
１５日（月）
２２日（月）
２９日（月）
２日（金）
１２日（月）
１６日（金）
１９日（月）
２２日（木）
２６日（月）
２８日（水）
３日（月）
６日（木）
１０日（月）
１２日（水）

２５日（月）
２６日（火）
２日（月）
１０日（火）
１１日（水）
１３日（金）
１９日（木）
２４日（火）
２５日（水）
２６日（木）
３０日（月）
７日（火）
１４日（火）
１７日（金）
２０日（月）
２４日（金）
５日（火）
７日（木）
８日（金）
１２日（火）
１３日（水）
１１日（木）
１２日（金）
１７日（水）
１９日（金）

１５：３０・１８：１５

１６：００

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１６：００・１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１６：００

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１６：００

１８：１５

１６：００・１８：１５

１８：１５

１６：００

４月

5月

6月

7月

9月

10月

11月

12月

1月

聖徳学園「入門コンサート」①・②
ウィーン少年合唱団
リチャード・クレイダーマン
モスクワ放送交響楽団
第３７回　聖徳学園「文楽鑑賞会」
新入生歓迎オルガンコンサート①・②
羽田健太郎 ピアノコンサート
ジャー・パンファン 二胡コンサート
アンダルシアの風 （フラメンコ）
みんなで歌いましょう
プラハ放送交響楽団
モーリス・ベジャール・バレエ団
ザ・アイリッシュダンス
第３３回　聖徳学園「能楽鑑賞会」
ハウスジャックス
ウラジミル・ミシュク ピアノコンサート

バーデン市立劇場オペラ 「フィガロの結婚」
第２３回　聖徳学園「歌舞伎鑑賞会」
京劇２００６ 雲南省京劇院
ルジマトフ＆インペリアル・ロシア・バレエ
モンゴル国立馬頭琴交響楽団
第２７回　聖徳学園「落語鑑賞会」
マリー＝クレール・アラン（オルガン）
聖徳オペラ ｢フィガロの結婚」
鬼太鼓座
ハンガリー国立歌劇場オペラ
ウィーン交響楽団
キエフ・オペラ「アイーダ」
サンクトペテルブルグ・フィルハーモニー交響楽団
ジプシー「シュカール楽団」
ポーランド国立ワルシャワ室内歌劇場オペラ「フィガロの結婚」
レニングラード国立歌劇場管弦楽団
ハーレム・ゴスペル・クワイアー
レニングラード国立バレエ①「くるみ割人形」
レニングラード国立バレエ②「くるみ割人形」
第２３回　聖徳学園「第九の夕べ」
聖夜のトランペット
ヨハン・シュトラウス・アンサンブル
卒業生送別オルガンコンサート①・②
ウィンナー・ワルツ・オーケストラ
山本正人記念　第２３回　聖徳学園「吹奏楽の夕べ」

平成18年度シリーズコンサート
月／日　　　　　 時間　　　　　　　　　演　 目 （前期）

♪♪♪

19年

■学生・教職員 ５,４００円～
■卒業生・家族 ８,３００円～

■新春プラン ８,３００円～ （平日1泊2食）

■保養連泊プラン１５,０００円～ （平日2泊5食、60歳以上）

■日帰りプラン ３,２００円／４,２００円 （全日）

聖徳大学オープン・アカデミー
平成１８年度SOA公開講座は、“健康とからだ”を年間テーマに、特設講座、キッチンスタジオ、教育・心理、
文学、生活・環境、社会・福祉、情報・ビジネス、芸術・文化、健康・スポーツ、語学の１０ジャンルにわたり、年間
３期で３００を超える講座を開講してまいります。
平成１８年度第Ⅰ期は、４月中旬より順次開講となりますが、１２９講座という多彩なラインアップをそろえ、
受講者の方々の生涯学習が素敵な実を結ばれるための、学びのお手伝いをさせていただきます。
皆様のお問合せ、お申込み、講座へのご参加を心よりお待ち申し上げております。

平成１８年度 第Ⅰ期SOA 公開講座のご案内

………………………生活文化学科教員ほか

………………………………………………………q橋　貴美代

……………………………………………………………………………佐藤　利枝子

………………………………………………………………島岡　　丘

……………………………………………………………………………眞野　須美子

……………………………………………………………………………渡辺　昭造

……………………………………………………………………秋谷・桂・佐伯・上野

………………………………………………小櫃・赤羽

……………………………小槌　清子

…………………………………………………………………q松　晃子

…………………………………………………………………………………村井　満恵

………………………………………………………………………………是澤　博昭

………………………………………………………………………………q橋　菱雪

…………………………………………………………………………………加藤　とも子

………………………………………………天野　　勤

……………………………………………田中・山口・柏木

講 座 名 講 師 名第Ⅰ期SOA開講予定講座（抜粋）

■病気にならないために病気を知ろうPart２
■やさしい懐石料理（昼）、（夜）
■親子お菓子講座
■英語の発音シェイプアップ
■義経とその時代
■パスカル像を探る
■男の料理教室
■いざ！という時に手が出せるために
■作りながら覚えるワードとエクセル（入門・初級）
■世界ぐるっと音楽めぐり
■音楽とこころ
■日本人形の世界
■礼法入門コース
■健康太極拳
■レクリエーションダンスで健康づくり
■ギリシア民族舞踊とリズムダンス

発行人　川並弘昭
編　集　理事長室 企画渉外課

06.4.1 re（33,2）

〒108-0073
東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は古紙配
合率100%再生紙を
使用しています。

この印刷物は大豆油
を主成分とした環境に
やさしいインクを使用
しています。

学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましてはインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
お手数ですがご協力のほどよろしくお願いいたします。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp/gakuen/flash/ index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

信州春日温泉 かすが荘 長野県佐久市春日温泉

ご予約や各プランの詳細は各フロントまでお問い合わせください。
かすが荘

山中湖荘

Tel：0267-52-2111 Fax：0267-52-2119
E-mail：kasugaso@sas.janis.or.jp

Tel：0555-62-3111 Fax：0555-62-3112

本学園ホームページからも
詳細をご覧いただけます。

www.seitoku.jp/gakuen/house/

セミナーハウスをご利用ください！身近な
格安宿泊施設！

聖徳学園には在校生はもちろん、ご家族や卒業生の皆さまも気軽に、格安でご利
用いただける宿泊施設がございます。新しい友人や懐かしい旧友、毎日を共に過
ごす友人やご家族の皆さまと親睦を深める場として、どうぞご利用ください！

かすが荘のある春日温泉は、北に浅間山、南に蓼科山を望み、お肌がツルツ
ルになる“美肌の湯”として有名です。
これからの季節は、周囲の桜やつつじも見頃を迎え、秋の紅葉のシーズン

と並び、一年で最も美しい時季です。
また、４月２８日までのお得な宿泊プランも実施しております。
どうぞご利用ください！

（平日1泊2食）ご利用料金 特
別
プ
ラ
ン

■学生・教職員 ５,２５０円～
■卒業生・家族 ８,１５０円～

聖 徳 学 園　山中湖荘 山梨県南都留郡山中湖村平野506
暖かくなり、新緑の美しい季節になってきました。山中湖荘周辺は、美術館や

ミュージアムなど各種観光スポットはもとより、自然にも恵まれ、ハイキング
等にも適しております。どうぞご利用ください！

（平日1泊2食）ご利用料金

月／日　　　　　 時間　　　　　　　　　演　 目 （後期）

※語学ジャンルには、英語・フランス語・ドイツ語・スペイン語・イタリア語・ポルトガル語・中国語・韓国語・日本語の各講座がございます。
※詳細につきましては、生涯学習課０４７-３６５-３６０１までおたずねください。

平成１８年度SOA公開講座のスタートにあたり、SOAオープニング
セレモニーを開催いたします。公開講演、ミニコンサート、懇親ティーパー
ティー、体験模擬授業と、楽しく充実したお時間をお過ごしいただける
よう、盛りだくさんの内容をご用意いたしました。どなたでもご参加
いただけますので、どうぞお早めにお申込みください。

●日　時　平成１８年４月１５日（土）１３：００～１６：３０
●会　場　聖徳大学生涯学習社会貢献センター

（聖徳大学１０号館、松戸駅東口下車徒歩1分）
●内　容
１）公開講演 テーマ／“いま日本の食を考える”

講師／聖徳大学大学院人間栄養学研究科長　田中　平三　教授
２）ミニコンサート テーマ／“モーツァルト生誕２５０年”

出演／聖徳大学人文学部音楽文化学科教員
３）懇親ティーパーティー
４）体験模擬授業（先着各１５人） トールペイント フラワーアレンジメント

●定　員 ２００人
●参加費　無料
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※お申込み・お問合せは、お電話（０４７-３６５-３６０１）または
生涯学習課窓口（１０号館１階）までお願いいたします。

―
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
―
（
３
月
１６
日
現
在
）

・6月3日（土） 定期総会 聖徳大学
・6月18日（日） 北海道支部総会 札幌グランドホテル
・9月3日（日） 静岡県支部総会 三島グランドホテル
・9月10日（日） 新潟地区支部総会

ホテルニューオータニ長岡
・9月30日（土） 東北（南）支部総会

郡山・ビューホテルアネックス
・10月15日（日）東北（北）支部総会

盛岡・ホテルニューカリーナ
・10月29日（日）甲信地区支部総会 甲府・談露館
・11月4日（土） 九州・沖縄地区支部総会

ホテル日航那覇グランドキャッスル
・11月19日（日）茨城県支部総会

土浦･ホテルCANKOH
・11月26日（日）千葉県支部総会 聖徳大学
・12月3日（日） 北関東支部総会

さいたま新都心・ラフレさいたま
・12月10日（日）東京地区支部総会

市ヶ谷・アルカディア市ヶ谷

・保護者の授業見学 保育科第1部・保育科第2部の
1時限目～7時限目（全授業）

前期　5月1日（月）～7月7日（金）
後期　10月2日（月）～1月19日（金）
※詳細につきましては、4月中旬にご案内を送付いたします。

・5月14日（日）後援会総会 場所：本校奏楽堂

・評議員会 5月20日（土）
9月16日（土）
2月24日（土）

・後援会総会・支部総会 5月28日（日）
・支部会の日① 7月1日（土）

〃 ② 12月2日（土）

・学級懇談会 5月13日（土）
3月2日（金）

●父母の会総会
・附属幼稚園 4月15日（土）
・附属第二幼稚園 4月14日（金）
・附属第三幼稚園 4月13日（木）
・附属浦安幼稚園 4月18日（火）
●父親参観
・附属幼稚園 6月10日（土）
・附属第二幼稚園 6月3日（土）
・附属第三幼稚園 6月4日（日）
・附属浦安幼稚園 6月11日（日）
●4園保育参観（1学期）
・年長組 4月19日（水）
・年中組 4月21日（金）
・年少組 4月22日（土）
●保育参観（2学期）
・附属幼稚園 11月21日（火）
・附属第二幼稚園 11月25日（土）
・附属第三幼稚園 11月26日（日）
・附属浦安幼稚園 11月27日（月）
●保育参観（3学期）
・附属幼稚園 2月22日（木）

・附属第二幼稚園 2月21日（水）
・附属第三幼稚園 2月16日（金）
・附属浦安幼稚園 2月20日（火）

●父母の会総会
・三田幼稚園 4月21日（金）
・八王子中央幼稚園 4月20日（木）
・多摩中央幼稚園 4月18日（火）
●保育参観・試食会（1学期）
・三田幼稚園 5月15日（月）・16日（火）
・八王子中央幼稚園 6月6日（火）・8日（木）
・多摩中央幼稚園 5月17日（水）・19日（金）
●保育参観（2学期）
・三田幼稚園 11月15日（水）
・八王子中央幼稚園 11月10日（金）
・多摩中央幼稚園 11月16日（木）・17日（金）
●保育参観（3学期）
・三田幼稚園 2月28日（水）
・八王子中央幼稚園 3月1日（木）
・多摩中央幼稚園 2月19日（月）・20日（火）
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